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※補足説明資料  

 

1. 会議の名称 

第 18 回 日本分子イメージング学会総会・学術集会 

共同開催： FASMI-JSMI 2024 

 

2．主催機関等の名称 

日本分子イメージング学会 

第 18 回日本分子イメージング学会 実行委員会 

大会長： 青木伊知男（量子科学技術研究開発機構 量子医科学研究所・上席研究員） 

実行委員長： 長田健介（量子科学技術研究開発機構 量子医科学研究所 分子イメージング 

診断治療研究部・グループリーダー） 

 

3. 学会理事 

小川 美香子 北海道大学 大学院薬学研究院 

青木 伊知男 量子科学技術研究開発機構 量子医科学研究所 

清野 泰 福井大学 高エネルギー医学研究センター 

西井 龍一 名古屋大学 大学院医学系研究科 

口丸 高弘 自治医科大学 大学院医学系研究科 

松元 慎吾 北海道大学 大学院情報科学研究院 

銭谷 勉 弘前大学 大学院理工学研究科 

赤井 宏行 東京大学 医科学研究所附属病院 

小川 数馬 金沢大学 新学術創成研究機構 

石原 美弥 防衛医科大学校 医用工学講座 

上田 真史 岡山大学 学術研究院医歯薬学域（薬学系） 

金田 朋洋 東北大学 大学院医学系研究科 

酒井 晃二 京都府立医科大学 大学院医学研究科 

白石 貢一 東京慈恵会医科大学 総合医科学研究センター 

天満 敬 大阪医科薬科大学 薬学部 

土居 久志 大阪公立大学研究推進機構協創研究センター 創薬科学研究所 

福地 知則 理化学研究所 生命機能科学研究センター 

古川 高子 名古屋大学 大学院医学系研究科 

三木 康嗣 京都大学 大学院工学研究科 

山谷 泰賀 量子科学研究開発機構 量子医科学研究所 

吉原 利忠 群馬大学 大学院理工学府 

 

4. 学術集会実行委員 

上原和也（千葉大学大学院薬学研究院・薬学部 環境生体科学講座分子画像薬品学・教授） 

上村真生（東京理科大学先進工学部 機能デザイン工学科・准教授） 

岡田 智（東京工業大学科学技術創成研究院 化学生命科学研究所・准教授） 

桐生 茂（国際医療福祉大学医学部放射線医学・教授（代表）） 

國領大介（神戸大学大学院システム情報学研究科 システム情報学専攻・准教授） 

近藤輝幸（京都大学大学院工学研究科物質エネルギー化学専攻先端医工学分野・教授） 
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酒井晃二（京都府立医科大学 放射線診断治療学・准教授） 

白石貢一（東京慈恵会医科大学医用エンジニアリング研究部・准教授） 

曽我公平（東京理科大学先進工学部 機能デザイン工学科・教授） 

寺沢宏明（熊本大学大学院生命科学研究部（薬学系）創薬科学分野 構造生命イメージング研究

室・教授） 

西井龍一（名古屋大学大学院医学系研究科 総合保健学専攻バイオメディカルイメージング情報

科学・教授） 

花岡健二郎（慶応義塾大学薬学部・大学院薬学研究科・教授） 

古本祥三（東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター核薬学研究部・教授） 

山﨑香奈（量子科学技術研究開発機構 量子医科学研究所分子イメージング診断治療研究部・主

任研究員） 

横山昌幸（東京慈恵会医科大学医用エンジニアリング研究部・教授・部長） 

吉永壮佐（熊本大学大学院生命科学研究部（薬学系）創薬科学分野 構造生命イメージング研究

室・講師） 

 

5. 会 期 

 2024 年 5 月 23 日（木）8:45 〜 5 月 24 日（金）17:30 

 

6. 会 場 

東京国際交流館（通称：プラザ平成） 

〒135-0064 東京都江東区青海２丁目２−１ 

国際交流会議場・メインホワイエ・メディアホール（３階） 

 

7. 後援・協力団体： 日本化学会、日本薬学会、日本アイソトープ協会、日本 DDS学会、日本核医学

会、日本磁気共鳴医学会、日本ケミカルバイオロジー学会、日本医用画像工学会、日本神経科学

学会、日本バイオイメージング学会、日本癌学会 

 

8. 協賛企業： 世界分子イメージング学会（WMIS）、ブルカージャパン株式会社、United Imaging 

Healthcare Japan 株式会社、株式会社フィリップス・ジャパン、住商ファーマインターナショナル株

式会社、株式会社 iMAGINE-X、株式会社リガク、株式会社フィジオテック、セティ株式会社、株式

会社千代田テクノル、大陽日酸株式会社、住友重機械工業株式会社、株式会社島津製作所、JFE

エンジニアリング株式会社、シーメンスヘルスケア株式会社、キヤノンメディカルシステムズ株式会

社、東京化成工業株式会社、東洋メディック株式会社、株式会社バイオテック・ラボ、日本レドックス

株式会社、ソーラボジャパン株式会社、片山化学工業株式会社、株式会社アトックス 
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【第 18 回 日本分子イメージング学会・学術集会ホームページ】 

https://jsmijapan.wixsite.com/jsmi2024 

 

【フライヤー】 

https://jsmijapan.wixsite.com/jsmi2024
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【分子イメージングのイメージイラスト】 

 

 

 

 

【用語解説】 

 

1) 分子イメージング（Molecular Imaging） 

特定の生体内分子や細胞の分布・機能等の生物学的なプロセスを、生物が生きた状態のまま可

視化するイメージング手法やその研究領域（南山堂医学大事典第 20 版より）。 

 

2) 量子技術 

「量子技術」とは、不思議な量子特有の性質を情報処理などに活用する技術のことで、代表的な

ものとしては量子コンピュータが挙げられます。そのほか、高感度な量子計測・センシング、高セ

キュリティの量子ネットワークなどに応用され、医療や材料、金融、エネルギー、交通など様々な

分野での発展が期待されています（文部科学省 HPより）。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/ryoushi/mext_01422.html 

3) 日本分子イメージング学会 

生体内における分子および細胞レベルにおける生物学的事象を解明するための研究を推進し、研

究者相互の知識の交換・関連団体との連携を通じて、それらの成果としての技術開発ならびに臨

床応用によって、学術の発展に寄与するとともに広く社会に貢献する事を目的とする学術団体です

（理事長：小川美香子（北海道大学））。2006年に設立され、工学・医学・薬学・理学など異分野の

研究者・医師・企業関係者が「ひとつのフロア」に会して議論することが特徴です。 

 

4) アジア分子イメージング学会連合：FASMI 
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アジア・オセアニア・インドの分子イメージング学会が参加する学会連合。Federation of Asian 

Societies for Molecular Imaging。2006年に設立。現在、日本、オーストラリア、韓国、台湾、インド

が参加。相互に講演者の交流、シンポジウムを共催するなど、連携を行っています。 

https://www.f-asmi.org 

 

5) 世界分子イメージング学会（WMIS; World Molecular Imaging Society） 

2011 年に２つの国際的な分子イメージング学会であった Academy of Molecular Imaging と Society 

for Molecular Imaging が統合され設立されました。H. Charles Manning 会長（テキサス大学）。大規

模な国際会議として、毎年 World Molecular Imaging Congress (WMIC)を開催しており、今年は 9月

にカナダ・モントリオールで開催されます。なお、ヨーロッパには欧州分子イメージング学会

（European Society for Molecular Imaging; ESMI）があり、WMIC とは定期的に共同開催されていま

す。 

 

6) 光免疫療法 

光免疫療法（Photoimmunotherapy）とは、光に反応する薬を投与し、薬ががんに十分集まったとこ

ろでがんに対してレーザー光をあてることで治療する、新しいがん治療法です。日本においては、

「切除不能な局所進行又は局所 再発の頭頸部癌」に対する治療として 2020 年 9月に承認され、

現在は保険診療として治療を受けることが可能です（関西医科大学 HPより）。 

 

7) 中性子捕捉療法 

ホウ素中性子捕捉療法(Boron Neutron Capture Therapy; BNCT)は、ホウ素(10B)と熱中性子との核

反応で生じる線エネルギー付与（Linear Energy Transfer: LET）の高い放射線であるα粒子とリチ

ウム原子核を用いてがん細胞のみを破壊する放射線治療（日本中性子捕捉療法学会 HPより）。 

BNCTの開発において、中性子を発生させる装置、そしてホウ素をがんに集める技術の両面での

研究開発が必要で、分子イメージングはホウ素が腫瘍に十分かつ均一に集まっているかを調べる

ために重要な技術となります。 

 

 

 

 

 

https://www.f-asmi.org/

